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＆微’αηsの生物学

　一特にう蝕ワクチンについて一

演題1．マウスロ腔粘膜，歯肉，舌粘膜上皮基底膜の

　　　　結合組織側の構造
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　周知のようにミュータンス連鎖球菌は，ヒト，動物

における，う蝕の主たる病原菌と考えられており，多

くの研究が進行中である。このミュータンス連鎖球菌

は＆cηcθ’μs（a型），＆プα批s（b型），＆〃鋤αη∫（c，

e，f型），＆∫ob励μs（d，　g型），＆40ωη∂（h型）よ

りなる。ヒトの鯖蝕病巣から，最も多く分離されるの

は＆勿砿αηsであり，っいで＆sob物μsが見いださ

れる。a型，　b型は主として，ラットやハムスターに，

またh型はサルで見いだされている。動物実験によ

り，これらの連鎖球菌は，強い鶴蝕誘発能を有するこ

とが証明されている。

　一方爾蝕ワクチン開発の可能性は，早くから注目さ

れている。例えば＆勿吻ηsの全菌体あるいは菌体成

分を抗原として投与すると，実験動物での踊蝕が抑制

されることが明らかにされている。この中で特に＆

仇μ2αηsの表面タンパク質抗原（Agl／II，　PAc）が注目

され，同抗原に対する単クローン抗体を用いた受動免

疫などが試みられている。

　我々のグループは，このタンパク質抗原の遺伝子を

単離し，解析していたが，同抗原PAcが菌体の付着因

子であることが判明した。

　S．励’αηsの病原因子としては，従来グルコシルト

ランスフェラーゼが知られており，シュクロースより

粘着性のグルカンを重合し，これにより菌体の付着を

強固にするといわれる。PAcは，シュクロース非存在

下での菌体付着に関与する因子と考えられる。なお，

同種の抗原は＆Sαηg痂S，SgOア∂0ηκなど，他の口腔

連鎖球菌にも広く分布していることがわかっている。

PAcを中心に，最近の知見を含めS．　m砿耽sの仕事，

その他を紹介した。

　表皮と真皮の分離は通常は基底膜の透明層でおこる

が，ジチオスライトール処理によると基底膜の網状層

で分離がおこり，緻密層の結合組織側が露出する。こ

の際，アンカリング・ファイブリルは真皮から引き抜

け，走査電顕による立体観察が可能となる。この分離

法が粘膜上皮にも用いることができれば粘膜上皮基底

膜の走査電顕観察も可能となる。3日齢ddYマウス

の口腔粘膜上皮，歯肉上皮，舌粘膜上皮をジチオスラ

イトール処理後，機械的に剥離した。一部の試料は透

過電顕で観察し，他の試料は凍結乾燥後，プラチナ・

コーティングを施し，走査電顕で観察した。透過電顕

的には口腔粘膜，歯肉，舌のどの試料においても粘膜

上皮と粘膜固有層の間の分離は基底膜の網状層でおき

ていることが明らかとなった。粘膜固有層から引き抜

けたアンカリング・ファイブリルは周囲の基質がない

ので個々の線維が明瞭に観察され，長さは100－200

nmであった。また，上皮細胞と緻密層の結合は保持

されていた。走査電顕観察では今回の三種の上皮基底

膜の緻密層はほとんど同じ構造を示した。緻密層は直

径30nmの細線維よりなる網状構造を示し，アンカリ

ング・ファイブリルが結合組織側に突出していた。こ

の緻密層の網状構造はIV型コラーゲンとそれに付着し

ている物質よりなる基底膜の基本構造を示すものと考

えられた。網状構造の中に，半接着斑部と一致すると

思われる，直径0．5μnの凸部が存在し，この部分ではア

ンカリング・ファイブリルが長く，密であった。アン

カリング・ファイブリルはいくっかの根に始まり，そ

れらが癒合して一っの幹を形成していた。以上のよう

に，口腔粘膜上皮，歯肉上皮，舌粘膜上皮の基底膜は，

透過電顕的にも走査電顕的にも表皮基底膜と同様の構

造を示した。


